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114 - セナート 
 国家社会主義元老院は、党の集合知を体現し、総統原理に従ってほとん

ど無制限の権限で現実を形作る党首と対置され、国家社会主義の理念の守

護者として存在するのだ。党首

は、他の党員と同様に、自分も思

想と党に従属することを確保する

ために、上院に対して責任を負う

のである。元老院は、64名の議員

（大元老院）と24名の議員（小元

老院）で構成され、一種の実務委

員会を形成している。 

議員には、思想的信念と不動心、

党内紛争に対する無私と公平、党

への忠誠心、誠実さ、党員同志の

間での無制限の評判に関して、最

も高い要求がなされることにな

る。任命された時点で、彼らはも

はや活発な闘争中であってはなら

ない。すなわち、利害関係や闘

争、日々の組織的な仕事のあらゆ
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る些事に絡めとられてはならないのだ。 

議員は、上院の全会一致で終身制になり（党首は拒否権を持つ）、また、

ふさわしくない場合は、他の議員全員の一致によってのみ、上院から除名

することができます。共同体として、つまり全会一致で決定することで、

上院は特別な権限を持つことになります。  

上院は党首を選出する。また、単独で党首を解任することも可能です。党

首のすべての決定に対して拒否権を持ち、党首が拒否権を持つものの、自

ら党に命令を出すことができる。しかし、元老院は原則として党首への助

言にとどめ、原則が危うくなったときだけ介入することにしている。党に

よる権力掌握後、元老院の権限は、当時台頭しつつあった国家社会主義

フォルクスシュタート（国家を参照）のすべてのレベル、そして最終的に

は新秩序において準用される。 



3 

ドイツにおける第二期闘争の現状では、国家社会主義ドイツ労働者党の再

確立が完了すると同時に、元老院が結成されるのである。党首が最初の24

人の議員を任命し、それによって、すでに就任している議員はそれぞれ拒

否権によって共同体としての新たな任命を阻止することができる。24人の

議員になると、すべての権限を持つ国家社会主義元老院が構成され、アド

ルフ・ヒトラー総統の願いが実現する。 

 

この活動を通じて、最も古く、最も忠実で、最も有能な数多くの運動指導

者が、党の最高指導部と直接つながるようになるのです」。この運動の大

元老院に所属することは、将来的には運動の最大の名誉であると感じら

れ、また見なされるであろう。" 

  

115 - スレイヴス 
スラブ人はゲルマン人、ローマ人、東インド・ヨーロッパ人とともに、

アーリア人種（アーリア人参照）の一族で、ヨーロッパでは主に大陸の東

部に定住している。人種的には、スラブ人はアーリアニズムの東方人種型

に属している。その中心的な民族、同時にソビエト帝国（「ソビエト連

邦」も参照）の民族的担い手であるのがロシア人である。 

歴史的には、スラブ人は東ローマ帝国ビザンティウムの後継者であり、パ

ン・スラヴィズムの創造者であり、形成者である。その政治的課題は、東

ヨーロッパをマルクス主義とソ連の独裁から解放し、来るべき第四帝国、

すなわち国家社会主義のヨーロッパ大秩序に組み入れることである。  

この帝国の中で、国家社会主義は、すべてのスラブ民族に、その歴史的生

息地における種の保存と発展を保証し、スラブ連邦におけるすべてのスラ

ブ民族の統一という汎スラブ主義の目標を実現するのである。もちろん、

国家社会主義は、この汎スラブ主義から、ゲルマン民族、とりわけドイツ

に対する歴史的な前衛的立場を取り上げるが、それは、すべてのアーリア

民族に平等に種の保存と種の発展を保証し、それによってアーリア民族全

体としての将来を確保するためである。 

国家社会主義は、もともと北欧・ゲルマン系の人間だけを対象にしていた
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が、現在の白人全体の窮状を考えると、民族全体の組織的な生きる意志と

して考えざるを得なくなった。この意志の担い手は、スラブ民族において

も、それぞれの国家社会主義政党をもつ国家社会主義世界運動であり、ド

イツについては国家社会主義ドイツ労働者党がそうである。 

このようにして、国家社会主義はまた、アーリア人全体の種と性質に応じ

た生存とより高い発展のための闘争において、将来における東方人種の種

の保存と発展を確保するのである。その前提は、ソビエト帝国の打倒と崩

壊によるスラブ民族の解放である。原子時代には、この解放は内面からし

か生まれない。  

したがって、この長期的展望は、まずソ連帝国との交渉を通じてドイツの

統一と自由と主権を回復しようとする一方で、西と東から独立したドイツ

国家の外交政策の中立を目指すGesinnungsgemeinschaft der Neuen Frontが主

張する国家ドイツのオストポリティクスを妨げるものではあるまい。 

  

116 - 兵役 

 生命と自然の永遠の法則-生存のための闘争、生命に適さなくなった種の

選択と絶滅-に基づいて、国家社会主義は、人と民族という種の保存と発

展を確保するために、生命に対して戦闘的な態度を公言する。この戦闘的

な生活態度は、国家社会主義者の価値観の理想の一部である兵士の形態と

倫理に最も強く表れている。 

国家社会主義は、労働者主義がより鮮明な現れであり、そこから生じてい

るように、一方では、兵士を、国家共同体の具体的な社会集団、すなわ

ち、国家の外部および内部の安全の保護を託され、正当な地位と彼らにふ

さわしい名誉を保証される人々として理解することもしている。一方、兵

士は、指導原理に表されるように、戦闘員の人生に対する倫理的な態度を

特徴づける。 

"卍の旗に誓う者は、まだ何も残っていない！" 

兵士は、その適性、傾向、能力に応じて、国家共同体に身を捧げ、そのた

めに全力を尽くして働くので、価値観念論の倫理的理解における労働者で
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ある。兵士として、その闘争心で国家社会に貢献し、当然、自らの命も捧

げます。規律、命令、服従に統合された兵士は、国家社会主義革命の剣の

腕である。 

国家社会主義者の兵士は、ブルジョアブルジョア世界（ブルジョアジー参

照）に対する反逆であり、闘争、勇気、犠牲、放棄、奉仕（プライドも参

照）という誇らしい英雄的態度でブルジョア物質主義に対抗しているので

す。しかし、それは、それ自体が目的である軍国主義的なランスクエニズ

ムやメルヘナリズムではなく、国家社会主義ドイツ労働者党とその新秩序

への闘いに奉仕する意識的な政治的兵役として位置づけられているのであ

る。この政治的兵役は、シュトゥルム＝アブテイルングの伝統に則ったも

のであり、その唯一の真正かつ正当な体現である。国家社会主義者の最高

の人間像として、国家の指導者は政治的兵士の共同体から出現する

（FührerprinzipとEliteの項も参照のこと）。 

  

117 - 主権 

主権とは、国家が自己決定し、あらゆる領域で外国の影響から独立する能

力のことである。国防、国民経済、文化、司法、外交、内政。主権の発現

は、国家の生活全体を規制する憲法を施行する能力である憲法制定権であ

る。 

国家社会主義では、国家は主権者であり、すなわち、自らを自覚し、政治

的行動をとることができる人民の共同体である。民意の担い手、つまり国

民主権の実質的な担い手は、国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を

参照）である。国家社会主義は、このような国民主権の理解に基づいて、

人民の自決権のために努力し、すべての帝国主義に反対します。 

第二次世界大戦の敗北以来、ドイツは全体としても構成国としても主権を

持たず、戦勝国、特にアメリカとソ連の支配下に置かれ、半植民地的な隷

属状態を続けてきたのである。新戦線はこれと闘い、ドイツ国民の自由の

ために努力し、その結果、ドイツの自由運動となり、NSDAPの再確立を

可能にし、最終的にドイツの国家主権を回復するのである。  
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ドイツの主権は、NSDAPによって提供された最後の独立した帝国政府の

解任と党そのものの粉砕によって終焉したのであるから、それはまた、党

の再確立とその権力の再奪取によってのみ回復されうるのである。 

国家の主権は、国民国家または帝国において実現されるが、その基礎とな

るのは、帝国に統合された諸国の自由である。新戦線は、ドイツ国民国家

を第一に目指すのではなく、主権を等しく確保し、十分な生活空間の問題

を解決できるヨーロッパの超国家的秩序としての第四帝国を目指すのであ

る。 

  

118 - ソビエト連邦 
ソ連は二つの超大国の一つであり、したがって、アメリカとともに、人民

の自由を脅かす世界の帝国主義の主要な勢力である。このソ連帝国主義

は、マルクス主義の教条的イデオロギーに奉仕している（教条主義も参照

のこと）。そのヴェルキッシュの担い手は、自らもマルクス主義独裁の犠

牲者であるロシア人たちである。 

国家社会主義は、アーリア人種の組織化された生きる意志（アーリア人と

意志を参照）として、反帝国主義を掲げ、すべての白人民族の自由のため

に戦うものである。そのため、ソ連のマルクス主義思想と国家体制、そし

てそこから発せられる帝国主義の双方に敵対しているのである。しかし、

ソ連は核超大国であるため、外から戦争や圧力で倒すことはできず、革命

によって内部から克服しなければならない。これは、ソビエト連邦におけ

る国家社会主義運動の勝利によって起こり、それによってロシアは、ヨー

ロッパのスラブ人の入植地全体と同様に、来るべき第四帝国の一部となる

のである。ソビエト連邦とその帝国に対するドイツの国家政策の短期的、

中期的な必要性は、この非常に長期的な目標と注意深く区別されなければ

ならない。 

新戦線は、ドイツの中立を目指し、それによって、ドイツ民族の統一、自

由、主権を回復するために、ソ連との包括的な政治的統一と協力のもと

に、努力している。これは、国家間の外交協力の問題をイデオロギー闘争

から厳密に切り離したものである。 

ドイツにおける新世代の国家社会主義の主敵は、ソビエト連邦ではない。
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パワーポリティクスの観点からは、主敵はアメリカとそれを支配するシオ

ニズムであり、文化的にはドイツの文化革命がアメリカニズムに対して向

けられているのと同じである。それに対して、ソ連からは文化的帝国主義

は発せられず、シオニストの影響もはるかに少ない。 

  

119 「 社会主義 

 資本主義を克服し、社会主義秩序を建設することは、労働者運動の伝統

的な目標であり、その継承者であり完成者である国家社会主義がそれであ

る。社会主義とは、共同体、つまり、労働者が平等で尊重され、誰もが、

どんな仕事をするかではなく、自分の能力に応じて自分の居場所を確保す

るかどうかによってのみ判断され、報われる共同体を求める意志なのであ

る。社会主義秩序は、労働者主義の原則に基づき、自由で独立した国家の

枠内でしか実現できない。 

国際主義の救済の教義は、労働者を自由にし、正義を生み出すことはない

-自国民だけがこれを達成できるのである。しかし、それは国民が自ら自

由と主権を獲得し、独立国家となった場合にのみ可能である。したがっ

て、自由で誇り高く独立した国民であろうとする意志（ナショナリズム）

と、すべての階級、地所、階層の公正な共同体を求める意志（社会主義）

が融合して、国家社会主義になり、これに人種意識が加わる（人種衛生も

参照のこと）。 

このように、正しく理解された社会主義は、国家社会主義としてのみ考え

られるのです国家社会主義の政治的な権力者は、国家社会主義党である。

ドイツでは、国家社会主義ドイツ労働者党がこれにあたる。党綱領では、

ドイツ社会主義の原則と要求を正確に打ち出している。その標語は24項に

記されている。GEMEINUTZ VOR EIGENNUTZ」は、9～18項の具体的な

要求の中にその実現を見出すことができます。 

 すべてのフォルクスジェノッセンには平等な権利と義務があります

（「平等」を参照）。 

 働く権利-働く義務 

 利子の束縛を断ち切ることで、労働と楽な収入の排除。 
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 戦争で得た利益をすべて没収する。 

 国有化。 

 プロフィット・シェアリング 

 充実した年金制度 

 中小企業の振興。 

 土地改革 

 国民の害虫には死刑を。 

ヴェルキッシュ社会主義の社会的・経済的形態はコーポラティヴ主義であ

り、国家の形態は党が支持する国家社会主義フォルクスシュタートである

（国家を参照）。フェルキッシュ社会主義は、自由資本主義とマルクス主

義を等しく戦い、克服し、新秩序の礎となるものである。 

  

120 - STATE 

国家社会主義は、総合的国家、すなわち、総動員によって、すべての社会

集団と階層、民族共同体のすべての生活表現とその民族的同志を包含し統

合し、すべての力とエネルギーを組織し集中し、それらを一つの目標に向

かわせる国家を目指すものである。 

民族の種の保存と発展! 

この総体的な国家は、国家社会主義革命の結果として出現した国家社会主

義党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）が形成し支持する、コーポラ

ティズムに基づいた国家社会主義人民国家である。しかし、国家社会主義

者の理解によれば、国家は決してそれ自体が目的ではなく、常に目的のた

めの手段である。それは、民族の種と性質に応じた生存とより高い発展に

奉仕し、民族が生き、発展するために形成する意志の共同体-国家の意志

の共同体-の権力政治的な組織形態である（「意志」参照）。この目的、

この存在意義のみが国家の正統性を確立することができるのである。 

国家とは、常に人々の意志の共同体の組織形態である。これはまた、イデ

オロギー、階級、宗教、憲法、物質的利益などに基づく場合もあるが、そ
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の場合、国家社会主義者は実際に存在すると認めながらも、倫理的に正当

であるとは認めず、闘って最終的に克服することにしているのだ。 

倫理的に正当化される国家は国民国家だけであり、それは自己決定権に

従って、一緒に定住する民族のすべての構成員を包含するものである。国

家の最高形態は、大規模な権力-政治秩序としての帝国であり、アーリア

人種の生活空間である（アーリア人参照）。したがって、第四帝国は、新

秩序が国家社会主義によって勝ち取ることを求めた国家組織の実際の形態

である。支配体制から国家社会主義人民国家への移行は、法的革命が可能

なところ（すなわち、西欧型のほとんどの民主主義国家）では、国家改革

によって行われる。 
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42. 

   ミシガンでの長い一日のデモの後、古いフォードのトラックに窮屈そうに乗って7時

間かけて帰るのは、間違いなく楽しみではありませんでした。最初は、その日の出来

事を楽しげに話していた。しかし、そのうちに、その楽しさは退屈さへと変わり、マ

イルポストがどんどん過ぎていくのを眺めていた。そして、その時だ......。 

   私たちは自分の目を疑うほどでした。これは神からの贈り物だ！」と。私たちは窓

の外を見て、ユダヤ人の移動装置を見たのです。青いバスで、側面に大きなダビデの

星が描かれていた。私たちはホワイト・パワーの敬礼を始めた。最初、ユダヤ人たち

は私たちに手を振り返した。そこで私たちは、トラックが彼らの前を通り過ぎるとき

に窓を開け、さらに敬礼をし、"ハイル・ヒトラー！""600万人増員！"と叫びました。

私は腕章をつけて、窓から身を乗り出した。 

   笑顔が怒りの表情に変わり、無表情になる人もいた。そして、悲痛な叫び声と窓を

たたく音が始まった。鉤鼻のユダヤ人の姿に、私たちは爆笑した。ユダヤ人バスのヒ

ステリーは信じがたいほどだった。泣いて、叫んで、拳で窓を叩いて、もうどうしよ

うもないくらいに。 

   すると、バスの運転手が何事かと振り返ってきた。これはあまりに素晴らしい出来

事だった。黒人のバスの運転手は振り返って、泣き叫ぶユダヤ人を見た。それから窓

の外を見ると、卍の腕章をつけて敬礼するナチスのトラック集団が見えたのである。

黒人の目があんなに大きくなったのは初めてだ！」。アボットとコステロの映画で、

黒人が幽霊を見たとき、目が飛び出してくるような感じだった。数秒のうちにバスは

地平線上の点景になった。あんなに速く走るバスは見たことがない。 

   この事件で、私たちは家に帰るまでずっと笑っていました。 

 

43. 

 

   家を売りに出したとき、不動産会社がユダヤ人のエージェントを送り込んできた。

私の部屋に来るまでは順調だったのだが、その部屋は地元の部隊の事務所を兼ねてい

た。私の部屋に入った瞬間、彼のあごは床に叩きつけられた。金メダルでも取りそう

な勢いである。 

   私のニューオーダー新聞、南部連合旗、鉤十字のステッカーが気に入らなかったの

でしょう、家でも有効です 

卍の下で楽しむ 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 
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